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米および米製品タンパク質の簡易定量法について

光永俊郎 '･安藤ひとみH 
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Ⅰ 緒 言 るトfOI 

hatタンパク質の定iTL法には Kj_ dd l法,t='ユレット i kncney3P 1は動物組澱や微生物のビュレット法

紘 rLaw, 〉･法,色紫結合法など範々の方法があるが, によるタンパクJZffの定立には,妨苫因子として脂質

dhale紫野iはじめ食品の分析には,一般に Kj I法が用 の形卵が著しいことを明らかにした,この間題を解

いられている.しかしこの方法は煩雑で操作に熟練 決するために,この反応系に四塩化抜紫およびクロ

を必要とするばかりでなく,測定に時間を些する. ロホルムを加えて除去する方法を考察し･lJ.また満

そのためこの方法に代わる迅速で標輝 的な定irtu法の

確立が頚.まれている.FJ-易化された定見法の lつと

してのビュレット法は,アルカリ性硫酸銅溶液を用

いるので,この讃典で良tJ占 Hの抽出と定崩.タンパクJ

を同時に行うことができるため原理的に有利であ

る｡しかし食品をアルカリで処P.することによりタ

･田68)らは,小安,大安およびそれら製品についてビ

ュレット法によるタンパク'Hの定血に検討を加え,

妨管因子として脂質,デンプンの除去にパーハロカ

ーボン化合物,若色物質の除去にフェントン反応

系川が効果的であることを報告している.

そこで,米および米製品のタンパク質の簡易定石-(
r桁性成分が折出してビュレット反ンパクIE以外のTl にビュレット法の応用を考え,Kj ldhale タンパク田

応を妨fJfする.妨5-il･閑子としては脂質 '叫 ,細々のfI･ を軒準にして,その改良法の検討を行った.その結

色物肝 ･5･6),道元抑TJ,デンプン8)が挙げられている. 果について報告する. 

これらに対していくつかの改良法が挺案されてい 
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